
これまでの研究成果まとめ（応募者名：濱中翔太）

応募者は，多様体の形とその上の計量の成すモジュライの関係に興味があり研究を行っている．こ
れまでの応募者の研究概要は以下の通りである．

• 山辺の問題周辺：[1]で応募者は，閉（i.e. コンパクト境界無し）多様体上の主張である小磯の
分解定理をコンパクト境界付き多様体上へ拡張した．また，本論文では相対山辺計量の一意性
に対する主定理のある応用も与えている．[2]で応募者は，極小境界を持つある定スカラー曲率
計量が相対山辺計量になるためのある十分条件を与えた．相対山辺計量とは，閉多様体上での
「山辺の問題」の解の極小境界版に当たるものである．また，上述の条件を用いて，正スカラー
曲率をもつ相対山辺計量ではあるが，アインシュタイン計量ではないもの（3次元ベルジェ球面
上）の例も与えた．[9]では，境界の平均曲率が一定であるスカラー平坦計量が，対応するアイ
ンシュタイン・ヒルベルト汎関数をその共形類内で極小化する（つまり，この場合の山辺計量に
対応するものになる）ためのある十分条件を与えた．更に本論文では，そのような山辺型の計量
の一意性に関する「小畠の定理」及びその逆の主張がこの場合に成り立たないことを幾つかの例
を構成することにより観察した．また，[8]で応募者は，Listing氏によるスカラー曲率に関する
ある剛性定理が成り立たない計量と山辺計量との関係に関する幾つかの観察を行った．

• 幾何学的フロー：[3]で応募者は，n次元閉多様体上のリッチフロー g(t) (t ∈ [0, T )，T <∞)で，
そのスカラー曲率（n = 4）やリーマン曲率（n ≥ 5）に関するある積分量で表されるエネルギー
が有界であるものは，t → T で，高々有限個の錐的オービフォルド特異点 (これは全く無いこと
もあるかもしれない)を除いてある滑らかなリーマン多様体にCheeger–Gromovの意味で収束す
ることを示した．また [4]で応募者は，n次元閉多様体上のスカラー曲率が有界なリッチフロー
g(t) (t ∈ [0, T )，T < ∞)で，あるタイプの特異点しか持たないものの t → T での挙動を調べた．
また [10]では，重み付きの境界付きリーマン多様体上のある幾何学的流の収束の速さについて
調べた．特に，そのようなフローは指数オーダーだけではなく多項式オーダーでも収束し得る
（実際に例が存在するという意味）ことを示した．

• 全スカラー曲率の有界性の一般化：[5]で応募者は，Gromovのスカラー曲率の下からのバウン
ドに対する C0-極限定理の全スカラー曲率版に対応する幾つかの結果を得た．証明はリッチフ
ローのある安定性を用いた背理法である．通常の全スカラー曲率は，計量のC0 ∩W 1,2収束で連
続的に振舞うことは既に分かっている．一方，この論文では，（正の）重み関数がリーマン体積
測度に掛った “重み付きの”全スカラー曲率についても下からのバウンドが保たれることを示し
た．特にこれから，ペレルマンのF 汎関数やW汎関数の下からのバウンドが，計量及びポテン
シャル関数のある弱い位相に関する収束の下で保たれることが分かった．さらにこの結果の応用
として，スカラー曲率下限の新たな弱い意味での定義を与えることが出来た．一方，[6]で応募
者は，一つ固定された共形類1の中の，全スカラー曲率の上からのバウンドに対するある C0-極
限定理を得た．証明には山辺フローの安定性を用いた．

• 余次元１部分多様体とスカラー曲率が下から抑えられた多様体の幾何：[7]で応募者は，完備，非
コンパクト，非放物型安定勾配リッチソリトンがある仮定を満たすときの，ある一点からの距
離に関するスカラー曲率の減衰オーダーを調べた．証明には，平均曲率一定超曲面の一般化で
ある µ-bubbleを用いた．この論文ではさらに，縮小リッチソリトンに対するMyers型の定理の
µ-bubbleを用いたある別証明も与えた．
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